








 

(1)緒言 

最初の二年間は、妊娠中期(120 日)及び出産前(165～170 日)のニホンザル胎児の聴性誘発

反応の存在、ならびに子宮内に挿入した小型マイクロホンが外部より与えた音声を、高域

減衰(2500 ヘルツ以上カット)しながらも明瞭にとらえることを確かめてきた。なお、前年

度後半から胎児脳内の VIP(Vasoactive intestinal polypeptide)の分布を調べ、妊娠 120

日のすべての胎児脳の部分で高濃度であったものが、胎生日数が進むにつれて減少してゆ

くことがわかった。更に、妊娠 120 日で、すでに視覚領、運動前野、聴覚領、体性感覚野

などで含有量が目立って高く、胎児の感覚系の発達が、特に皮膚感覚、聴覚系に著明で、

電気生理学的な実験結果を十分支持するものであることを確認した。 

本年度は、VIP のほかに、Somatostatin とと substance P について胎生期のサルと新生児

及びオトナザルの脳内の分布について検討したのでその成果を報告する。 

脳内の神経ペプチドの発達については鶏豚やラットの胎外などで報告はされている。例え

ば P 物質とか Somatostatin やβ一 endorphin などについては胎生期の極く初期に、一方

VIP とか cholecystokinin とか bombesin などは生後にしか認められない、といった報告が

ある。 

(J.K.Mcdonald et al.J.Neuroayto1・11:881-895,1982 と、G.P.McGregor et a1:Neurosci

,Lett.,28:21-27,1982)。こういった従来の研究報告によると胎生期の脳発達にともなって

、それぞれの神経ペプチドは独自の発達を遂げるらしいことがわかる。サルの脳を用いる

利点は、脳が大きいために、脳をかなり細分化して分布を調べることができることである。 


